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f をRnの原点の近傍U 上定義されるC∞級実数値関数とする. このとき, 複素数

sに対して次の積分を考える:

Z(s) =

∫
Rn

|f(x)|sϕ(x)dx.

ここで, ϕはRn上定義されるC∞級実数値関数でその台がコンパクトかつUに含ま

れるとする. この積分はRe(s) > 0のときに収束し, 特に, 領域Re(s) > 0における

正則関数となる. このとき Z(s)を局所ゼータ関数と呼ぶ. 局所ゼータ関数は, いく

つかの場合に, 複素平面上のより広い領域へ有理型関数として解析接続されること

が知られている.

本講演では,局所ゼータ関数の有理型関数としての解析接続について論じる. また,

Demailly-Kollárによって提出された, 多重劣調和関数に対する openness conjecture

(Berndtssonによって 2013年に肯定的に解決)との関連についても述べる. 本研究は

神本丈氏との共同研究によるものである.


